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霊
仙
山
に
抱
か
れ
、
丹
生
川
と
宗
谷
川

が
落
ち
合
う
と
こ
ろ
に
集
落
が
広
が
る
上

丹
生
地
区
。
こ
こ
で
は
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
団
体
「
上
丹
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
」

に
よ
っ
て
、「
心
象
絵
図
」
の
制
作
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

心
象
絵
図
と
は
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々

の
心
に
息
づ
く
思
い
出
を
聞
き
取
り
、
当

時
の
生
業
の
様
子
や
生
活
風
景
、
祭
り
や

自
然
な
ど
、
思
い
出
の
ひ
と
コ
マ
ひ
と
コ

マ
を
一
枚
の
大
き
な
絵
図
に
仕
上
げ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

絵
図
の
完
成
に
向
け
て
、
２
年
越
し
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
上
丹
生
の
大
き
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
密
着
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
６
月
、
絵
図
づ
く
り
は
、
昭

和
30
年
代
を
時
代
設
定
に
、
各
家
庭
に

「
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
依
頼
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
は
、
教
科
書
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る

「
知
識
」
で
は
な
く
、
人
々
が
地
域
に
根

ざ
し
て
生
き
る
中
で
、
み
ず
か
ら
の
身
体

で
経
験
し
て
き
た
「
身
識
」
を
問
う
も
の

で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
、「
土
間
に
は
お

く
ど
さ
ん
が
あ
っ
て
、
ど
の
家
の
煙
突
か

ら
も
煙
が
出
て
い
た
」、「
川
で
泳
い
だ
後

は
、
分
教
場
の
石
柱
に
抱
き
つ
い
て
体
を

温
め
た
」
な
ど
、
目
で
見
た
こ
と
や
肌
で

感
じ
た
こ
と
な
ど
、
約
１
５
０
０
に
も
及

ぶ
貴
重
な
声
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
滋
賀
県
立
大
学

の
学
生
の
協
力
を
得
な
が
ら
整
理
が
進
め

ら
れ
、
そ
し
て
10
月
、
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
に
呼
び
か
け
て
第
１
回
目
の
「
聞
き
取

り
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

聞
き
取
り
会
の
目
的
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
寄
せ
ら
れ
た
声
の
断
片
を
導
き
と
し

て
、
地
域
の
暮
ら
し
の
物
語
を
つ
む
ぎ
出

す
こ
と
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
短
い
言
葉
だ
っ
た
こ

と
が
、
聞
き
取
り
会
で
は
ひ
と
つ
の
話
題

が
呼
び
水
と
な
り
、
記
憶
の
ス
イ
ッ
チ
が

入
っ
た
か
の
よ
う
に
、
次
か
ら
次
へ
と
話

が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
生
活
の
た
め
の

手
段
と
し
て
多
く
の
人
が
炭
焼
き
を
し
て

い
た
こ
と
や
、
か
つ
て
は
上
丹
生
に
も
造

り
酒
屋
が
あ
り
、
通
い
ビ
ン
を
も
っ
て
お

酒
を
買
い
に
行
っ
た
こ
と
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
物
語
が
引
き
出
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。こ

の
聞
き
取
り
会
で
印
象
深
か
っ
た
の

は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
、
身
振
り
手

振
り
を
交
え
て
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情

で
語
っ
て
い
る
姿
。
そ
し
て
、
そ
の
語
り

手
の
人
生
を
通
じ
て
地
域
の
歴
史
に
触
れ

た
聞
き
手
が
共
感
し
て
い
る
様
子
。
そ
の

光
景
は
、
お
互
い
が
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り

を
確
認
し
あ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
見

え
ま
し
た
。

人
々
の
「
身み

識し
き

」
を
問
う

五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト

ひ
と
つ
の
話
題
が
呼
び
水
に

あ
ふ
れ
出
す
物
語
　
聞
き
取
り
会

「サラリーマンは2人だけで、みんな職人
や山仕事をしてたんや」と、当時の様子
を元気に語る90歳の山

や ま

田
だ

義弘
よ し ひ ろ

さん。

聞き取り会の様子。たった1枚の写真か
ら、地域の豊かな物語が次々とあふれ出
します。ひと言ひと言が大切な地域資料
です。

アンケートの分類作業は手間がかかるも
のでしたが、若い世代にとって、ふるさ
との知らない一面を発見するきっかけに
なりました。

・
・

・
・
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一
方
で
、
地
元
で
木
彫
を
生
業
と
す
る

寺て

ら

田だ

秀
昭

ひ

で

あ

き

さ
ん
が
絵
師
と
な
り
、
絵
図
の

制
作
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
の
秋
頃
か
ら
、
４
畳
分
ほ
ど
も
あ

る
大
き
な
和
紙
に
下
絵
描
き
を
始
め
、
山

や
川
と
い
っ
た
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ
る
風
景

か
ら
、
集
落
の
家
や
村
人
の
細
や
か
な
表

現
へ
と
、
緻
密
な
作
業
が
続
き
ま
す
。

「
今
の
上
丹
生
に
な
い
光
景
を
絵
に
起

こ
す
こ
と
は
、
思
い
の
ほ
か
難
し
く
、
苦

労
し
て
い
ま
す
」
と
、
寺
田
さ
ん
。
作
業

の
合
間
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
上
丹
生
ら
し

さ
を
表
現
で
き
る
か
、
ど
う
す
れ
ば
子
ど

も
た
ち
に
も
当
時
の
様
子
が
わ
か
り
や
す

く
伝
わ
る
か
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
と
議
論
を

交
わ
し
な
が
ら
作
業
が
進
め
ら
れ
、
現
在

で
は
地
域
の
若
者
が
２
人
加
わ
っ
て
、
仕

上
げ
の
色
付
け
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

絵
図
の
作
業
も
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
た

５
月
、
語
り
手
た
ち
が
絵
図
の
前
に
立
ち
、

描
か
れ
て
い
る
で
き
ご
と
に
つ
い
て
語
る

「
絵
解

え

と

き
」
の
練
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
う
ち
こ
そ
遠
慮
が
ち
な
様
子
で

し
た
が
、
語
り
部
と
観
客
と
の
か
け
合
い

で
盛
り
上
が
り
、
民
具
を
使
っ
た
実
演
も

披
露
さ
れ
、
集
ま
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち

も
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

心
象
絵
図
の
提
唱
者
で
あ
り
、

上
丹
生
の
制
作
活
動
を
見
守
っ

て
お
ら
れ
る
上う

え

田だ

洋
平

よ

う

へ

い

さ
ん

（
滋
賀
県
立
大
学
地
域
づ
く
り
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
は
、

「
心
象
絵
図
の
取
り
組
み
で
大
切

な
こ
と
は
、
完
成
し
た
後
に
、

ど
れ
だ
け
絵
図
を
活
用
す
る
か

と
い
う
こ
と
。
絵
図
を
仲
立
ち

に
し
て
、
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を

た
く
さ
ん
作
り
、
思
い
出
を
育

て
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
上
丹
生
心
象
絵
図

の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
寺て

ら

田だ

幸
彦

ゆ

き

ひ

こ

さ
ん
は
、「
聞
き
取
り
会
を

楽
し
み
に
し
て
集
ま
っ
て
く
れ

る
人
も
増
え
、
絵
図
の
作
成
過

程
を
通
じ
て
、
地
域
の
絆
が
強

ま
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

絵
図
は
完
成
し
て
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で

す
。
メ
ン
バ
ー
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
な

が
ら
今
後
の
活
用
方
法
を
工
夫
し
て
、
元

気
な
上
丹
生
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
、
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
丁
寧
に
描

か
れ
た
圧
巻
の
心
象
絵
図
が
、
い
よ
い
よ

夏
に
完
成
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
百
聞
を
一
見
に
す
る
心

象
絵
図
と
、
い
き
い
き
と
し
た
上
丹
生
の

人
々
の
笑
顔
に
出
会
い
に
い
き
ま
せ
ん

か
。

百
聞
を
一
見
に
す
る

絵
図
の
制
作

「
完
成
」
と
い
う

「
は
じ
ま
り
」
に
向
け
て

絵解きの練習での実演説明。会場には通
いビンなど様々な民具が用意され、語り
手の物語に臨場感を演出していました。

心 象 絵 図
完成披露会
８月７日(日) 13時から
上丹生公民館にて

お問い合わせ
上丹生プロジェクトＫ
代表 吉

よし

田
だ

英治
ひで は る

（154-1928）
http://www.zb.ztv.ne.jp/image/top.html



4public information  Maibara 2011.6.15

災害支援 災害支援 
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震
災
発
生
直
後
か
ら
、
滋
賀
県
内
の
行

政
職
員
が
専
門
分
野
ご
と
に
チ
ー
ム
を
組

ん
で
、
被
災
地
で
支
援
活
動
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

４
月
30
日
、
私
は
、
湖
北
健
康
福
祉
事

務
所
と
長
浜
市
の
保
健
師
、
南
部
健
康
福

祉
事
務
所
の
獣
医
師
と
と
も
に
、
福
島
県

の
郡
山
市
に
現
地
入
り
し
ま
し
た
。

活
動
の
場
と
な
っ
た
の
は
、
大
き
な
ホ

ー
ル
や
会
議
室
を
備
え
た
「
ビ
ッ
ク
パ
レ

ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
に
設
置
さ
れ
た
避
難
所

で
す
。
こ
の
避
難
所
に
は
、
原
発
事
故
の

影
響
で
立
ち
入
り
制
限
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
富
岡
町
・
浪
江
町
の
方
な
ど
１,

０
０
０
人
以
上
の
方
が
身
を
寄
せ
て
い

て
、
一
角
に
は
役
場
機
能
も
設
営
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
主
な
役
割
は
、
健
康
相
談
や

心
の
ケ
ア
、
衛
生
面
の
支
援
活
動
で
す
。

避
難
者
の
巡
回
や
ト
イ
レ
の
衛
生
確
認
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
朝
夕
２
回
の
全
体

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
状
況
報
告
を
行
い
、
環

境
改
善
に
向
け
た
意
見
交
換
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

避
難
所
と
い
う
応
急
的
な
施
設
で
万
全

の
環
境
を
整
え
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す

が
、
長
引
く
避
難
所
生
活
の
中
、
暑
い

日
々
へ
と
季
節
が
移
っ
て
い
く
こ
と
を
考

え
る
と
、
様
々
な
面
で
心
配
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

大
き
な
避
難
所
な
の
で
全
員
に
同
じ
よ

う
に
提
供
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
に
は
限
り
が

あ
り
、
３
食
と
も
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
、
ジ

ュ
ー
ス
程
度
の
も
の
し
か
配
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

避
難
所
に
は
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
栄

養
不
足
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
な
ど
が
心

配
さ
れ
、
栄
養
指
導
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
食
中
毒
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
私
が
現
地
に
入
る
前
に
も
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
流
行
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。「

食
べ
残
し
た
分
は
も
っ
た
い
な
い
か

ら
捨
て
ら
れ
な
い
」
と
い
う
被
災
者
の
方

の
気
持
ち
も
理
解
で
き
ま
す
が
、
食
後
の

放
送
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
、
廃
棄
を
促
す
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

避
難
所
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
避
難
者

が
人
に
頼
る
生
活
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
自

分
た
ち
で
何
か
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
、
仮
設
住
宅
に
移
る
な
ど
、
通
常

の
生
活
に
戻
る
た
め
に
も
、
避
難
者
が
活

動
で
き
る
場
の
提
供
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
生
活
を
送
る
た
め
に
避

難
所
か
ら
出
て
い
く
人
も
多
い
中
、
残
っ

た
人
の
「
焦
り
」
や
「
苛
立
ち
」
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

６
月
上
旬
に
は
、
米
原
市
か
ら
再
び
保

健
師
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。
現
地
で
の
活
動

日
数
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
少
し
で
も

被
災
者
の
方
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
回
の
支
援
で
経
験
し
た
こ

と
を
も
と
に
、
災
害
時
の
保
健
師
活
動
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

職
域
で
の
議
論
を
深
め
、
い
つ
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
５
月
７
日
）

偏
っ
た
食
生
活

食
中
毒
の
心
配

気
持
ち
の
リ
ハ
ビ
リ

プライバシーを確保するた
め、ひとり１畳分が割り当て
られ、家族ごとにカーテンで
仕切られたスペースもありま
した。

駐車場で生活されている方も
あるため、1台1台声をかけ
て確認を行いました。エコノ
ミー症候群の対策も行われて
います。

健康づくり課　
保健師　立木ひろみ
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被災地の自治体への寄付金、自治体を通じた被災者への義援
金は、「ふるさと寄付金」として住民税・所得税の控除が受けら
れます。
また、日本赤十字社や中央共同募金会等への義援金も「ふる
さと寄付金」として控除が受けられます。
詳しくは、総務省の東日本大震災関連情報ホームページをご
覧いただくか(http://www.soumu.go.jp/)、下記までお問い合わ
せください。

■問 長浜税務署　 1 0749－62－6144  
東北部県税事務所　 1 0749－65－6606
市 税務課（近江庁舎） 1 0749－52－1556

原子力発電所の安全対策等について
研修会を開催
5月2日、市役所近江庁舎で、市長、副市長、教育長をは
じめ、関係部局の職員を対象に「東日本大震災を踏まえた
原子力発電所の対応状況」について研修会を開催しました。
今回は、関西電力株式会社滋賀支店から、東日本大震災
に起因する福島第一原子力発電所の事故を踏まえた関西電
力が所有する原子力発電所における安全性向上対策などに
ついて説明を受けました。
市としてはこの研修内容を市民のみなさんの安全を確保
するための施策に役立てるとともに今後の地域防災計画の
見直しの参考にしていきます。

被災地へ向けて
ボランティアバス出発
復興支援のボランティアバスが5月27日に相馬市に向
けて出発するのに先立ち、24日にゆめホールで事前説
明会が開催されました。
「『がれき』ではなく『ご自宅』、『ごみ』ではなく『家
財』。ふとした一言が相手の心を温かくもすれば傷つけ
ることもある。被災された方の目線で考えることが何よ
りも大切」との事務局の説明に、参加者のみなさんは真
剣な表情で聞き入っていました。
現地での活動の様子は、後日広報でお知らせします。

特産物を買って被災地支援
～おうみ母の郷フェスタ2011～
5月22日、道の駅近江母の郷で開催された「おうみ母
の郷フェスタ2011」で、NPO法人「いきいきおうみ」
が福島県相馬市の特産物である青のりと焼のりを販売さ
れました。
当日はあいにくの天気でしたが、60人以上の方が復

興を願って商品を購入され、売上金は日本赤十字社を通
じて義援金として送られました。購入された方は、「た
とえ小さなことでも、身近なところで復興支援ができて
うれしい」と語っておられました。

あなたの
「ふるさと寄付金」が
被災地支援に

住民税・所得税の
控除が受けられます
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取り組み結果の全項目は、市の
公式ウェブサイトと市政情報プ
ラザでご覧いただけます。

●多文化共生社会実現の
ための施策検討 …………★★★

外国籍市民に対する行政サービスを充実させるた
め、各庁舎に通訳の配置と相談専用電話を設置し、
福祉・教育・就労などの分野において、サービスの
充実が図れました。
また、生活ガイドブックの刊行についても、市職
員によるワーキングチームを立ち上げて協議し、ポ
ルトガル語版と中国語版を予定どおり年度末までに
作成し、各庁舎や人材派遣会社等に配布しました。

●公共施設の見直し …………………………★
２か年かけて実施した公共施設見直しについては、
外部委託による「米原市市有財産調査業務」を完了
し、市が策定する「公共施設再編計画」の素案とな
る報告書のみ年度末にできました。そのため、平成
23年度の上旬までに計画書が策定できるよう、引
き続き取り組みます。

お問い合わせ 政策調整課（米原庁舎）
1５２ー６６２６　5５２ー５１９５

昨年の「広報まいばら」６月１日号で市民の

みなさんに宣言した、「部長の事業マニフェスト」

について、1年間の成果をまとめました。

全84項目中、約７割の65項目が、「目標をや

や上回る成果」または「目標どおりの成果」と

いう自己評価結果になりました。

一方、「目標を下回る成果」となったのは６項

目で、これらについては今年度内の完遂に向け

て、引き続き職員一丸となって取り組んでいき

ます。

なお、各部局長の主な取り組み結果について

は、次のとおりです。

達成度（自己評価）の見方 Ｈ２２ 構成割合

総務部長 の事業マニフェスト

●水源の里指定地域への支援 ………★★★★
水源の里指定地域において、市民自治組織の活動
に企画段階から参画し、交流体験プログラムなどの
実施を支援しました。その結果、当初５本以上の目
標に対して12本の体験プログラムなどをメニュー
化し、これにより地域の魅力を発信するとともに、
移住者などの地域活性化の担い手や応援団を増やす
仕組みを構築しました。

政策監の事業マニフェスト

●米原駅東口周辺まちづくりの推進………★
米原駅東口周辺の保留地販売について、民間企業
へのセールスと情報発信に努めましたが、工事の遅
れにより完成の６か月前を目途に実施する予定であ
った事業プロポーザルに取り組めず、結果的には事
業提案書の受理に至りませんでした。

理事の事業マニフェスト

★★★★★ 目標を上回る成果 ０ ０%

★★★★☆ 目標をやや上回る成果 １２ 14.3%

★★★☆☆ 目標どおりの成果 ５３ 63.1%

★★☆☆☆ 目標をやや下回る成果 １３ 15.5%

★☆☆☆☆ 目標を下回る成果 ６ 7.1%

計 ８４ 100%

平成22年度 
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●障がいのある人の
就労支援・生活支援の推進………★★★★
障がいのある人の働く場所を確保するため、旧伊吹
学校給食センターの建物を活用し、就労継続支援Ａ型
施設（福祉工場）の誘致を行いました。また、グルー
プホーム（共同生活ができる施設）の整備事業の実施
に向けて、事業採択の要望を行いました。

●認知症高齢者の
グル－プホームの設置支援 …………★★

認知症高齢者のグループホーム（共同生活ができる
施設）の設置に向けて、開設事業者から補助金の交付
申請を受けました。年度内の工事完成に向けて取り組
んでいましたが、完了までには至りませんでした。

健康福祉部長の事業マニフェスト

●山東グラウンドの整備 ……………………★
グラウンド整備に当たっては、平成23年３月末の
整備完了を目標としていましたが、土地売買契約後、
移転登記事務に遅延があったため、予定を変更し年度
末の登記完了を目標に進めました。なお、平成24年
２月の完了を目指し、引き続き整備に取り組みます。

●読書好きな子どもの育成 …………★★★★
小学生から読書の好きな子どもを育てるため、お
はなし会や子ども対象のイベントを開催し、本に親
しむきっかけづくりを行いました。その結果、開催
回数と参加人数ともに大幅に増え、２学期からは１
年生だけでなく２年生にも巡回文庫を拡大して、学
校支援を行いました。

教育部長の事業マニフェスト

●絆マップの作成支援 ……………………★★
絆マップは、平成２２年度から２か年かけて全自
治会で作成することを目指しています。区長会や防
災講演会において早期の取り組みを依頼し、作成の
手引きの配布や出前講座を積極的に実施した結果、
２２自治会で取り組まれ、合計４０自治会が絆マッ
プを作成されました。平成２３年度中に全ての自治
会において作成できるよう引き続き取り組みます。
【実績値】40/105自治会、38.1%

市民部長の事業マニフェスト

●地域の特色が活かされた市民の
多様なまちづくり活動の支援 ………★★★
市内のまちづくり団体など26団体に対して、当

初の目標どおり事業支援を行い、市民との協働によ
る地域の特色を活かしたまちづくりに取り組みまし
た。また、次年度に向けての事業募集を実施し、応
募事業の聞き取りを行いました。

地域統括監の事業マニフェスト

●国・県事業の整備促進 ……………★★★★
国道8号バイパスの整備については、本線の用地
買収を全て完了し、平成24年度の供用開始に向け
た整備が進んでいます。また、一級河川の浚渫

しゅんせつ

につ
いては、丹生川および土川の一部を完了しました。
なお、目標として掲げていた観音坂トンネルの用
地買収については、米原側の用地買収は全て完了し、
立木等の伐採に着手しました。

土木部長の事業マニフェスト

●獣害対策の強化 …………………………★★
獣害対策の強化を図るため、有害獣（ハクビシン）
の捕獲用檻を新たに25機購入して計60機整備し、
駆除に取り組むとともに、米原市猟友会の協力のも
と、積極的な個体数調整を進めました。しかしなが
ら、目標としていた集落環境点検への取り組みにつ
いては、５集落に対して２集落のみの実施であった
ため、引き続き取り組み集落が増加するよう啓発を
行います。
なお、特に出没が多かったクマ対策については、事
故防止等の啓発や情報提供などを適切に行いました。

●広域観光圏メニューの商品化 ……★★★★
自然環境を活かした体験交流型観光の商品化を目
標として、上半期には体験交流パンフレットを作成
し、首都圏や九州・四国地方の旅行業者を対象に営
業を行うとともに、「姉川上流交流体験推進協議会」
を設立して受入体制を整備しました。その結果、
10月には広島県の公立中学校の修学旅行宿泊を22
軒で受け入れ、当初目標の延べ120人を超える、
152人の受け入れに成功しました。

経済環境部長の事業マニフェスト
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今
年
の
事
業
仕
分
け
は
８
月
21
日
（
日
）

に
、
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
仕
分
け
に
、
市
民
評
価
者
と

し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

事
業
仕
分
け
と
は
　

市
が
実
施
し
て
い
る
事
業
（
行
政
サ
ー

ビ
ス
）
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
実
施

方
法
の
妥
当
性
を
外
部
の
視
点
で
議
論
・

評
価
し
、
事
業
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
見

直
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

■
募
集
人
数

４
人

■
応
募
資
格

次
の
全
て
を
満
た
す
方

(1)
事
業
仕
分
け
実
施
日(

８
月
21
日)

を
基
準
日

と
し
て
満
20
歳
以
上
の
市
民
で
あ
る
こ
と

(2)
市
の
行
財
政
改
革
な
ど
に
関
心
が
あ
る
こ
と

(3)
事
前
研
修
会
（
７
月
29
日
午
後
）
お
よ
び

８
月
21
日
当
日
に
出
席
で
き
る
こ
と

(4)
現
職
の
滋
賀
県
議
会
議
員
、
米
原
市
議
会

議
員
ま
た
は
米
原
市
職
員
で
な
い
こ
と

(5)
公
序
良
俗
に
反
す
る
行
為
や
言
動
を
行
わ

な
い
こ
と

■
募
集
期
間

６
月
15
日(
水)
か
ら
30
日(

木)

17
時
ま
で

■
提
出
書
類

指
定
の
応
募
用
紙
に
、
自
己
Ｐ
Ｒ
、
応
募

動
機
（
８
０
０
字
程
度
）
等
の
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
左
記
ま
で
郵
送
、
持
参
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
、
各
市
民
自
治
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
政
策
調
整
課
で
お
渡
し
す
る
ほ
か
、
市

の
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
政
に
対
す
る
評
価
と
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
な
ど
を
統
計
的
に
把
握
し
、

今
後
の
市
政
運
営
の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
、
今
年
度
も
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

ご
自
宅
に
調
査
票
が
届
い
た
方
は
、
調

査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
市
政
参
加
を
促
進

し
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を

目
指
し
た
も
の
が
情
報
公
開
制
度
で
す
。

平
成
22
年
度
の
実
施
状
況
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。
今
後
も
積
極
的
な
公
文
書
の
公
開

に
努
め
、
公
正
か
つ
透
明
性
の
高
い
行
政
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
、
本

人
の
情
報
の
開
示
や
訂
正
、
利
用
停
止
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
個
人
情
報
保
護

制
度
で
す
。

平
成
22
年
度
の
運
用
状
況
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
訂
正
お
よ
び
利
用
停
止
に

係
る
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も

個
人
情
報
を
適
切
に
管
理
し
、
適
正
な
行
政

運
営
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※昨年の報告書は市のサイトに掲載しています。

■問 政策調整課(米原庁舎) 
152－6626 552－5195■問 総務部 総務課(米原庁舎) 152ー1552 552－4447

22

年
　
度

市
　
　
長

内 訳

実施機関

請求件数

全部

部分

1

1

0

0 

0  

0

1

1

非 公 開

不 存 在

取 下 げ

公
開処

理
状
況

22

年
　
度

教
育
委
員
会

市
　
　
長

内 訳

実施機関

請求件数

全部
部分

29

3

18

0

8

0

20

1

14

5

9

2

4

3

非 公 開

不 存 在

取 下 げ

公
開処

理
状
況

昨年度の事業仕分け実施風景

「
米
原
市
民
意
識
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

平
成
22
年
度
　情

報
公
開
の
実
施
状
況

●実施時期　　
6月中旬～7月（調査票配布および回収）
8月～10月（集計・分析など）
●調査対象　　
市内在住の18歳以上の方から　
無作為抽出した3,000人
※調査対象者は無作為抽出のため、同一世帯
内で複数の方に調査票が届く場合がありま
すが、ご容赦ください。

●調査方法　　
郵送による配布・回収

政策調整課からのおしらせ 

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
　

政
策
調
整
課(

米
原
庁
舎
）

〒
521-

8501
米
原
市
下
多
良
三
丁
目
３
番
地

1
５
２
ー
６
６
２
６
5
５
２
ー
５
１
９
５

sousei@
city.m

aibara.lg.jp

平
成
22
年
度
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況
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作
物
を
育
て„
地
産
地
消
“を
目
指
そ
う
」 

9 public information  Maibara 2011.6.15

堆
肥
「
ゆ
め
い
ぶ
き
」
は
、
家
庭
か
ら

出
た
生
ご
み
な
ど
を
堆
肥
化
し
た
も
の
で
、

ご
み
の
減
量
化
や
C
O
２
削
減
な
ど
に
配

慮
し
た
、
環
境
に
優
し
い
堆
肥
で
す
。
ま

た
、
こ
の
堆
肥
で
育
て
ら
れ
た
農
作
物
を

市
内
で
消
費
す
る
こ
と
で
、
資
源
の
地
域

循
環
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

「
ゆ
め
い
ぶ
き
」
の
特
長
は
、
灯
油
な
ど

で
強
制
的
に
熱
を
加
え
発
酵
期
間
を
短
縮

し
て
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
長
時
間
か

け
て
自
然
発
酵
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
農

作
物
に
有
用
な
微
生
物
が
豊
富
に
存
在
し
、

さ
ら
に
発
酵
過
程
の
管
理
に
よ
り
、
衛
生

的
で
扱
い
や
す
い
堆
肥
で
す
。

毎
年
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
早
め
の
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

予
約
受
付
期
間
内
に
、
環
境
保
全
課

（
1
５
８
ー
２
２
３
０
）
に
お
電
話
い
た
だ

く
か
環
境
保
全
課
（
伊
吹
庁
舎
）
の
窓
口

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

７
月
12
日（
火
）〜

（
受
付
時
間:

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

※
予
定
数
量
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。

８
月
２
日（
火
）〜
８
月
22
日（
月
）

※
期
日
を
過
ぎ
て
も
受
取
り
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
と
な
り
ま
す
。

３
種
類
の
堆
肥
を
販
売
し
ま
す
。
成
分

や
原
料
を
参
考
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
方
法

予
約
受
付
開
始
日

堆
肥
受
取
期
間

販
売
す
る
堆
肥

「フレキシブルコンテナ」
直径1.3ｍ　高さ1.2ｍの袋で、底のロープを解
くと全開し堆肥が出ます。

今回から、ゆめいぶきの価格が変更になります。ご注意ください。

※１度に購入できる限度数は、１世帯あたり 袋詰100袋・フレキシブルコンテナ10袋までです。

袋
詰
が
10
袋
ま
で
の
方
は
、
各
庁
舎
で

お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ポ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
息
吹
で
の
お
受
け
取
り
と
な
り
ま

す
。

【
自
治
振
興
課(

各
庁
舎
に
有
り)

】

平
日（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
等
を
除
く
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
息
吹
】

平
日
（
右
記
同
様
）

９
時
〜
16
時

受
取
時
間

受
取
場
所

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
　

経
済
環
境
部
環
境
保
全
課（
伊
吹
庁
舎
）

1
５
８
ー
２
２
３
０
5
５
８
ー
１
６
３
０

ゆめいぶき１号

ゆめいぶき２号

ゆめいぶき３号

堆肥の種類 原　　　料 価　　　格窒素
（％）

りん酸
（％）

販売量
（予定）

加里
（％）

2.8

4.2

2.6

3.3

2.7

2.8

2.5

1.3

2.7

生ごみ、牛糞、米糠
もみ殻、刈草剪定枝

【袋　　詰】
（7kg入り）

１袋　200円
【バラ売り】
（フレキシブルコンテナ約250kg入り）
10kgあたり　100円

※ゆめいぶき3号はバラ売りのみ販売

農業集落排水汚泥
もみ殻、米糠、刈草剪定枝

牛糞、もみ殻
米糠、刈草剪定枝

30t

15t

3t

環境保全課からのおしらせ 
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365
野一色東 

藤川西 

伊吹 

●伊吹の里 

●米原消防署 

　大阪 
●シーリング印刷 

関ヶ原駅 

コンポステーション息吹 

広域農道 

米原 
JCT

長浜 
I.C.

関ヶ原 
I.C.

国道東上坂 

一色 

近江長岡駅 柏原駅 醒ケ井駅 米原駅 



【
投
票
時
間
は

【
投
票
時
間
は 

午
前
午
前
８
時
か
ら
午
後

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

時
ま
で 

】 
７
月
10
日（
日
）

（
日
）は
、
は
、  

農
業
委
員
会
委
員

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

般
選
挙
の
投
票
日

の
投
票
日
で
す
で
す 

【
投
票
時
間
は 

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で 

】 
７
月
10
日（
日
）は
、  

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す 

市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
３
年
４
月

１
日
以
前
の
出
生
者（
平
成
23
年
３
月
31

日
に
お
い
て
満
20
歳
以
上
の
人
）で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

◆
10
ア
ー
ル（
１,
０
０
０
㎡
）以
上
の
農
地

に
つ
き
耕
作
業
務
を
営
む
人（
農
業
生

産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主

含
む
）

◆
耕
作
業
務
を
営
む
人
の
同
居
の
親
族
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
と
農

業
委
員
会
が
認
め
た
人
　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
所

へ
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。

◆
期
　
　
間

７
月
４
日（
月
）か
ら
７
月
９
日（
土
）ま
で

◆
投
票
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

◆
場
　
　
所

米
原
庁
舎

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
・
入

所
さ
れ
て
い
る
人
は
、
当
該
施
設
長
が
不

在
者
投
票
管
理
者
と
な
り
、
当
該
施
設
で

不
在
者
投
票
が
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
該
当
す
る
人
で
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

本
人
の
意
思
に
よ
り
不
在
者
投
票
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

期
日
前
投
票

病
院
等
に
お
け
る
不
在
者
投
票

投　票　区　内　自　治　会　等
甲津原、曲谷、甲賀、吉槻
上板並、下板並、大久保、小泉

伊吹、上野、弥@

春照、@番、杉澤、伊吹ヶ丘、南川、村木、大清水
藤川、寺林、上平寺
長久寺、柏原、須川、大野木、清滝、梓、河内
市場、夫馬、朝日、グリーンヒルズあさひ、ヴィラ・ルシオール、烏脇、
坂口、村居田、山東桜ヶ丘、平和台、グリーンタウン坂口、井之口、
野一色、小田、間田、坂田青成苑、すみれヶ丘、天満、本市場、池下

志賀谷、北方、菅江、加勢野、山室、大鹿、堂谷、本郷

長岡、万願寺、西山
梅ケ原、米原、米原西、下多良、中多良、上多良、多良、入江、賀目山
朝妻、筑摩、磯
河南、樋口、南三吉、三吉、西坂、東番場、西番場
一色、醒井、枝折、下丹生、上丹生

世継、飯、宇賀野、長沢、近江母の郷ニュータウン、レイクサイド宇賀野

舟崎、高溝、顔戸、近江ニュータウン重町、近江グリーンタウン、
高溝東、サンライズ近江
岩脇、リバティー近江、箕浦、新庄、西円寺、近江さくらが丘
能登瀬、日光寺、寺倉、多和田

投　票　所　名
東草野小・中学校体育館
いぶき幼稚園北分園

伊吹小学校体育館
（ウッドピアいぶき）

米原市役所伊吹庁舎
藤川集会所

山東B＆G海洋センター

大原小学校体育館

山東生涯学習センター
（旧勤労青少年ホーム）

米原市役所山東庁舎
米原市役所米原庁舎
筑摩蓮沼会館
息郷老人憩の家
醒井幼稚園

近江母の郷
コミュニティハウス

近江公民館

岩脇公民館
近江いきいき健康館

投票区
第０１
第０２

第０３

第０４
第０５
第０６

第０７

第０８

第０９
第１０
第１１
第１２
第１３

第１４

第１５

第１６
第１７
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●
投
票
時
間
と
投
票
所
を
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
、
他
の
選
挙
と
投
票
時
間
や
投
票
所
が
異
な
り
ま
す
。

●
入
場
券
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い

入
場
券
を
忘
れ
た
と
き
は
、
投
票
所
受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

（
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
投
票
で
き
ま
す
）

お問い合わせ　選挙管理委員会事務局（米原庁舎 総務課内） 1５２－１５５２　5５２－４４４7

選挙管理委員会からのおしらせ 



都
市
部

都
市
部
で
育
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち

た
子
ど
も
た
ち
と  

　
　
　
　 

ふ
れ
あ

ふ
れ
あ
っ
て
み
ま
せ

て
み
ま
せ
ん
か
ん
か
!?
 

伊
吹
北
部
地
域
で
修
学
旅
行
受
け
入
れ

伊
吹
北
部
地
域
で
修
学
旅
行
受
け
入
れ 

伊
吹
北
部
地
域
で
修
学
旅
行
受
け
入
れ 

都
市
部
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
と  

　
　 

ふ
れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
!? 

 

平
成
平
成
23
年
度
年
度 

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
交
付
申
請
に

交
付
申
請
に
つ
い
て
い
て  

 

平
成
23
年
度 

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
交
付
申
請
に
つ
い
て  

 

忘
れ
忘
れ
て
い
ま
せ

て
い
ま
せ
ん
か
ん
か
!? 

　
　
申
請
期
限
は

　
　
申
請
期
限
は
６
月
30
日
で
す
で
す  
 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
!? 

　
　
申
請
期
限
は
６
月
30
日
で
す  
 平

成
23
年
度
の
交
付
金
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
、

交
付
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

新
た
に
交
付
金
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る

場
合
は
、
申
請
書
類
等
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
米
原
市
農
業
再
生
協
議
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ　
農林振興課内 農業再生協議会（伊吹庁舎）1５８ー２２２８ 5５８ー１７１９
近畿農政局滋賀農政事務所　1５２ー５８９０
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交
付
金
の
種
類
に
つ
い
て

■
水
田
活
用
の
所
得
補
償
交
付
金

販
売
目
的
で
対
象
作
物
を
生
産
す
る

販
売
農
家
・
集
落
営
農
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

①
戦
略
作
物
助
成

麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

３
５
０
０
０
円
／
10
a

米
粉
用
米
、
飼
料
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲

８
０
０
０
０
円
／
10
a

そ
ば
、
な
た
ね
、
加
工
用
米

２
０
０
０
０
円
／
10
a

②
耕
畜
連
携
助
成

１
３
０
０
０
円
／
10
a

③
二
毛
作
助
成
　
１
５
０
０
０
円
／
10
ａ

■
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金

麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
な
た
ね
の
当
年
産

の
出
荷
・
販
売
数
量
に
基
づ
き
、
品
質
に

応
じ
た
単
価
（
全
国
一
律
）
に
よ
り
交
付

さ
れ
ま
す
。

④
産
地
資
金(

市
協
議
会
で
設
定)

野
菜
・
花
き
・
特
用
作
物
助
成

３
０
０
０
０
円
／
10
ａ

地
力
増
進
作
物
・
景
観
形
成
作
物
助
成
　
　

８
０
０
０
円
／
10
a

麦
あ
と
野
菜
・
花
き
・
特
用
作
物
助
成

１
５
０
０
０
円
／
10
a

担
い
手
加
算
　

５
０
０
０
円
／
10
a

団
地
化
加
算
　

２
０
０
０
円
／
10
a

■
米
の
所
得
補
償
交
付
金

１
５
０
０
０
円
／
10
ａ

米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生
産
を

行
っ
た
販
売
農
家
・
集
落
営
農
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
主
食
用
米
の
作
付
面
積
か
ら
自
家
消
費
米
相

当
分
と
し
て
一
律
10
a
控
除
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

商工観光課からのおしらせ 

農林振興課からのおしらせ 

５
月
20
日
か
ら
22
日
の
３
日
間
、
修
学

旅
行
と
し
て
横
浜
市
か
ら
中
学
生
69
人
が

米
原
市
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
伊
吹
北
部
地
域
の
家
庭
で
の
受

け
入
れ
で
、
生
徒
た
ち
は
、
３
〜
４
人
の

グ
ル
ー
プ
で
18
の
家
庭
に
分
か
れ
て
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
、
山
菜
採
り
や
川
魚
釣
り
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

「
２
か
月
前
に
修
学
旅
行
受
け
入
れ
を
お

受
け
し
た
も
の
の
、
何
を
さ
せ
よ
う
か
と

心
配
し
ま
し
た
。
で
も
、
孫
と
の
交
流
も

で
き
た
し
、『
お
い
し
い
』
っ
て
喜
ん
で
ご

は
ん
を
食
べ
て
く
れ
た
の
は
あ
り
が
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
た
大
久
保
の
川か

わ

瀬せ

四し

郎ろ
う

さ

ん
。そ

の
他
の
受
け
入
れ
家
庭
の
み
な
さ
ん

も
当
初
戸
惑
い
が
あ
っ
た
方
が
多
い
よ
う

で
し
た
が
、
時
間
と
共
に
親
し
み
が
増
し
、

最
後
に
は
「
受
け
入
れ
て
よ
か
っ
た
」
と

し
み
じ
み
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

受
入
れ
先
　
募
集
に
つ
い
て

市
で
は
、
今
後
も
教
育
旅
行
民
家
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
家

庭
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
概
要
】

①
宿
泊
受
入
の
対
象
は
小
学
校
５
年
生
〜
高
校

２
年
生
で
す
。

②
空
い
て
い
る
専
用
の
寝
室
が
１
部
屋
以
上
、

人
数
分
の
ふ
と
ん
が
あ
れ
ば
受
入
が
で
き
ま
す
。

③
今
年
は
６
月
、
10
月
に
も
実
施
予
定
で
す
。

④
ご
家
族
の
都
合
を
優
先
し
ま
す
。

おいしいって喜んで
食べてくれたのが、ありがたい。

お
問
い
合
わ
せ

経
済
環
境
部
商
工
観
光
課（
伊
吹
庁
舎
）

1
５
８
ー
２
２
２
７
5
５
８
ー
１
１
９
７
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市では、市民のみなさんに納めていただいた税金や
国・県からの交付金、市債などがどのように使われたか、
また市の財政がどのような状況にあるのかをお知らせす
るため、毎年6月と12月に財政事情を公表しています。
今回は、平成22年度予算における、平成22年10月１

日から平成23年3月31日までの状況をお知らせします。
なお、予算額と収入済額・支出済額に大きな差がある

ものがありますが、これは年度末（3月31日）までに確
定した収入や支出を、 4月1日から5月31日までの2か月

間で未収、未払いを整理することに
なっているためです（この期間を出
納整理期間といいます）。
出納整理期間での収入・支出を加

えるとおおむね予算額程度となる見
込みです。平成22年度の決算状況は、
広報まいばら12月1日号でお知らせ
する予定です。

一般会計は、市が行う行政運営の基本的な経費を計上しています。国が交付する地方交付税や市税などを主な財源と
して構成する、市の会計の中心となるものです。

一般会計の執行状況（予算額　207億6,571万円に対する状況）

0
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40

50

60

70

（億円） 

（億円） 
0

10

20

30

40

50

予算額 
（63億1740万円） 
収入済額  
　63億1740万円 
（収入率:100.0%） 

予算額 
（63億1740万円） 
収入済額  
　63億1740万円 
（収入率:100.0%） 

（56億5742万円） 
56億9004万円 
（100.6%） 
 

（28億5929万円） 
7億9252万円 
（27.7%） 
 
 

（23億8142万円） 
15億1091万円 
（63.4%） 
 

（11億4330万円） 
5億 396万円 
（44.1%） 
 

（8億6563万円） 
8億6563万円 
（100.0%） 
 

（6億4788万円） 
6億6762万円 
（103.0%） 
 

（8億9338万円） 
7億6601万円 
（85.7%） 
 

地方交付税 
一定水準の行
政サービスを
行えるように
国が交付する
お金 

民生費 
子どもや障が
い者、高齢者
の福祉のため
に 

土木費 
道路や公園、
区画整理など
まちづくりの
ために 

公債費 
市の借入金の
返済のために 

教育費 
幼稚園や小中
学校の運営、
文化やスポー
ツ振興のため
に 

総務費 
市政の運営や
自治会のまち
づくりのため
に 

衛生費 
健康づくりや
よりよい生活
環境のために 

諸支出金 
基金への積立
てなどのため
に 

農林水産業費 
農業や林業、
水産業の振興
のために 

その他 
議会運営や観
光振興などの
ために 

市税 
市民のみなさ
んに納めてい
ただいた税金 

市債 
事業に応じて
国や金融機関
から借りたお
金 

国庫支出金 
事業に応じて
国から交付さ
れるお金 

県支出金 
県から交付さ
れるお金 

繰越金 
前年度の決算
で余ったため
に繰り越した
お金 

各種譲与税･
交付金 
国や県から割
り当てられる
お金 

その他 
使用料や手数
料収入など 

予算額 
（43億3155万円） 
支出済額  
35億3655万円 
（執行率:81.6%） 

（34億3641万円） 
14億2万円 
（40.7%） 

（33億2413万円） 
33億2112万円 
（99.9%） 
 

（27億9552万円） 
19億4355万円 
（69.5%） 
 

（24億8341万円） 
15億1913万円 
（61.2%） 
 
 （15億4178万円） 

14億7270万円 
（95.5%） 
 
 

（10億5694万円） 
　　3057万円 
（2.9%） 
 

（6億7138万円） 
3億4903万円 
（52.0%） 
 

（11億2459万円） 
9億8029万円 
（87.2%） 
 

収入済 

支出済 

171億1,408万円  

145億5,295万円 

171億1,408万円  

145億5,295万円 

収入率  82.4% 

執行率  70.1% 

※表やグラフの数値は、１万円未満を四捨五入しているため、内訳と合計が一致しないことがあります。

財政博士
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国民健康保険税や下水道使用料など特定の収入をもって事業を実施している会計で、一般会計と区別して経理を行っ
ています。米原市には、12の特別会計があります。

特別会計の執行状況

その事業の収入で支出をまかない、経営を行う独立採算制の会計です。米原市には水道事業会計
があります。

☆収益的事業･･･水道料金の収入や各家庭への給水など営業活動から生じる収支
☆資本的事業･･･水道事業に必要な施設の建設や設備投資に関する収支

公営企業会計の執行状況

市債（借金）の残高は、将来の利子負担を軽減するために、
返済期限を前倒して返済する「繰上償還」を実施したことなど
により、前年度と比べて減少しています。
また、基金（貯金）の残高は、平成21年度に節約したお金を、
市債の返済に備える市債管理基金に積み立てたことなどにより、
前年度より増加しています。
今後も計画的な予算執行を行い、財政の健全化に取り組んで
いきます。

基金と市債の状況

水道事業会計

お問い合わせ　総務部　財政課（米原庁舎） 1５２－１５５３　5５２－４４４7

特別会計名称

国民健康保険事業

国民健康保険直営診療所事業

介護保険事業

老人保健医療事業

後期高齢者医療事業

農業集落排水事業

流域関連公共下水道事業

米原駅東部土地区画整理事業

工業団地造成事業

住宅団地造成事業

駐車場事業

住宅新築資金等貸付事業

合　　　　　計

予算額

37億9,523万円

7,493万円

31億3,938万円

248万円

3億7,016万円

2億5,164万円

25億4,453万円

16億4,290万円

6億1,053万円

3,033万円

373万円

187万円

124億6,770万円

収入済額(収入率) 

32億2,344万円(84.9％) 

4,115万円(54.9％) 

24億9,443万円(79.5％) 

118万円(47.7％) 

3億5,406万円(95.7％) 

9,583万円(38.1％) 

12億8,772万円(50.6％) 

8億7,391万円(53.2％) 

2万円(00.0％) 

3,016万円(99.4％) 

360万円(96.5％) 

137万円(73.5％) 

84億　688万円(67.4％) 

支出済額(執行率) 

33億7,774万円(089.0％) 

6,229万円(083.1％) 

28億3,657万円(090.4％) 

99万円(039.7％) 

3億5,384万円(095.6％) 

2億1,818万円(086.7％) 

21億9,596万円(086.3％) 

11億5,716万円(070.4％) 

6億1,052万円(100.0％) 

1,267万円(041.8％) 

210万円(056.3％) 

187万円(099.9％) 

108億2,988万円(086.9％) 

予算額

6億7,339万円

5億8,361万円

収入済額・
支出済額

6億8,257万円

3億1,844万円

収益的事業

収入

支出

収入率・
執行率

101.40% 

054.60% 

予算額

5億5,002万円

8億3,327万円

収入済額・
支出済額

2億 039万円

4億 496万円

資本的事業

収入

支出

収入率・
執行率

36.40% 

48.60% 

【人口】41,163人
（前年度から－396人）

【世帯】13,632世帯
（前年度から－67世帯）

平成23年3月31日現在

（                     ） 
市債残高  544億9705万円  
一般会計  212億3924万円  
特別会計  305億1583万円  
企業会計    27億4198万円 

市債（借金）の残高 
借金132万 

基金（貯金）の残高 
貯金24万 

（                     ） 
基金残高  103億1498万円  
財政調整基金  020億2852万円  
市債管理基金  022億3578万円  
特定目的基金  046億9595万円  
定額運用基金   0 9億8096万円  
特別会計基金   0 3億7376万円 

市民一人 
あたり 

市民一人 
あたり 



木
々
の
新
緑
が
鮮
や
か
に
な
り
、
雪
の
多
か
っ
た
姉
川
上
流
地
域

も
一
年
で
最
も
輝
く
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
過
疎
・
高
齢
化
が
進
む
こ
の
地
域
を
活
性
化
す

る
原
動
力
と
し
て
活
躍
い
た
だ
く
５
名
の
「
水
源
の
里
ま
い
ば
ら

み
ら
い
・
つ
く
り
隊
」
の
皆
さ
ん
が
、
４
月
か
ら
集
落
に
移
住
し
て
、

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
活
動
と
と
も
に
、
成
し
遂
げ
た
い
自
ら
の

夢
（
未
来
）
の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

先
日
も
皆
さ
ん
と
語
り
合
い
ま
し
た
が
、
地
域
に
溶
け
込
ん
で
、

素
晴
ら
し
い
自
然
や
風
土
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
や
農
業
な

ど
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し
て
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
意
欲
満
々
で
す
。

本
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
な
ど
、
全
国
に
誇
れ

る
”ほ
ん
も
の
“
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
住
民
に
と
っ
て

は
当
然
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た

こ
と
も
事
実
で
す
。
私
は
以
前
か
ら
、
こ
れ
ら
を
掘
り
起
こ
し
、
磨

き
を
か
け
て
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
、
地
域
お
こ
し
の
原
点
だ
と
考

え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
”ほ
ん
も
の
“
に
気
づ
く
者
、
仕
組
み
を
つ
く
る
者
、

活
動
す
る
者
、
発
信
す
る
者
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
分
か
ち
合

い
、
力
を
合
わ
せ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
市
内
各
地

に
存
在
す
る
”ほ
ん
も
の
“
へ
の
『
気
づ
き
』
を
地
域
住
民
で
共
有

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
み
ら
い
・
つ
く
り
隊
員
の
活
躍
に
期
待
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
隊
員
の
『
気
づ
き
』
の
視
点
を
支
え
、

見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

６
月
１
日
記
）

小泉で「羊小屋つくり」
（5月14・15日）

5月14～15日の2日間、市内北部の小泉地先

で、コイズミ棚田再生研究会が｢羊小屋つくり｣

を実施されました。

2日間の参加者は延べ19人で、冬の雪で倒れ

た杉を活用して、羊小屋を完成させました。中

には大阪から参加された方もあり、市外からの

注目も伺えました。

研究会では田植えなど、棚田保全を目的とす

る様々なイベントを計画されていますので、関

心がある方はいっしょに汗を流されてはいかが

でしょうか。

伊吹山山頂美化活動（5月18日）
5月18日に、伊吹山を守る会などが主体とな

った伊吹山山頂美化活動が実施され、当日は 市
長を含めた65人が参加されました。現地では、
中央遊歩道、西遊歩道の中に倒れている保護柵
を木杭110本で補強したり、ごみを拾ったりす
る作業を実施しました。
伊吹山の山頂付近には約300種もの山野草の

お花畑が存在し、初夏には百花繚乱の可憐な花
のじゅうたんが広がります。貴重な固有植物生
を守るためにも、伊吹山を大切にしていきたい
ですね。
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登
山
に
最
適
な
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し

た
。
伊
吹
山
に
は
た
く
さ
ん
の
方
が
登
ら

れ
ま
す
。
山
ガ
ー
ル
と
よ
ば
れ
る
女
性
の

グ
ル
ー
プ
、
伊
吹
山
が
好
き
だ
か
ら
何
度

も
こ
ら
れ
る
方
、
健
康
志
向
の
方
、
か
っ

と
び
伊
吹
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
さ
れ
て
い

る
方
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
山
の
力

に
あ
や
か
ろ
う
と
す
る
方
、
そ
の
目
的
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
し
て
、
春
か
ら
秋
に

か
け
て
咲
き
誇
る
花
を
求
め
る
人
々
。
シ

ダ
植
物
以
上
の
高
等
植
物
が
、
県
全
体
で

み
ら
れ
る
約
二
三
〇
〇
種
類
の
う
ち
の
約

一
三
〇
〇
種
類
が
あ
り
ま
す
。
標
高
一
三

七
七
メ
ー
ト
ル
で
、
低
山
に
分
類
さ
れ
る

伊
吹
山
に
、
全
国
の
山
で
も
ま
れ
な
お
花

畑
が
広
が
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
一
億
五
千
万
年
前
に
こ
の

地
に
隆
起
し
た
と
さ
れ
る
「
古
い
成
り
立

ち
」
と
、
日
本
列
島
の
真
ん
中
、
自
然
と

文
化
の
接
点
に
そ
び
え
る
「
位
置
」
に
、

大
き
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。

■
高
山
ま
た
は
亜
高
山
性
植
物
の
存
在

（
分
布
の
西
南
限
の
種
類
）

伊
吹
山
の
三
合
目
（
標
高
七
二
〇
ｍ
）

よ
り
上
で
は
、
本
来
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

以
上
の
山
で
し
か
見
ら
れ
な
い
高
山
ま
た

は
亜
高
山
性
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
は
北
方
系
要
素
と
よ
ば
れ
る
植
物
で
、

氷
河
期
に
、
そ
の
発
生
地
で
あ
る
北
極
や

そ
の
周
辺
か
ら
ア
ム
ー
ル
・
カ
ラ
フ
ト
を

経
て
日
本
へ
、
ま
た
は
ア
ラ
ス
カ
・
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
か
ら
千
島
を
経
て
日
本
へ
入
り
、

北
海
道
か
ら
本
州
へ
、
そ
し
て
奥
羽
山

脈
・
中
部
山
岳
地
帯
を
通
っ
て
滋
賀
県
へ

も
南
下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

多
く
は
石
川
県
の
白
山
が
南
限
と
な
り
、

高
山
を
持
た
な
い
滋
賀
県
に
は
わ
ず
か
し

か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伊
吹
山
地
ま
で
分
布

を
広
げ
、
伊
吹
山
が
西
南
限
と
な
っ
て
い

る
植
物
が
あ
り
ま
す
。
特
に
貴
重
な
植
物

に
は
グ
ン
ナ
イ
フ
ウ
ロ
・
イ
ブ
キ
ソ
モ
ソ

モ
・
エ
ゾ
フ
ウ
ロ
・
ハ
ク
サ
ン
フ
ウ
ロ
・

エ
ゾ
ノ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
・
キ
ン
バ
イ
ソ

ウ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

も
分
布
の
南
限
に
近
い
種
で
す
。

■
固
有
種
〈
特
産
種
〉
の
存
在

伊
吹
山
は
古
い
山
の
た
め
に
、
こ
の
山

で
独
自
に
進
化
し
、
日
本
中
で
、
こ
こ
で

し
か
見
ら
れ
な
い
固
有
種
（
特
産
種
）
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
石
灰
岩
地
と
い
う

特
殊
性
と
、
中
腹
以
上
の
や
や
高
山
的
な

気
象
条
件
か
ら
、
残
存
し
た
り
、
新
種
形

成
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

コ
イ
ブ
キ
ア
ザ
ミ
・
ミ
ヤ
マ
コ
ア
ザ
ミ
・

ル
リ
ト
ラ
ノ
オ
・
イ
ブ
キ
コ
ゴ
メ
グ
サ
・

イ
ブ
キ
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
・
コ
バ
ノ
ミ
ミ
ナ

グ
サ
・
イ
ブ
キ
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

■
日
本
海
要
素
の
植
物
の
存
在

世
界
一
の
積
雪
記
録
を
も
つ
伊
吹
山
に

は
、
日
本
海
側
斜
面
で
発
生
、
ま
た
は
そ

こ
を
根
拠
地
と
し
た
雪
の
多
い
地
域
に
分

布
す
る
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
セ
リ
モ
ド

キ
・
イ
ワ
ナ
シ
・
ク
ロ
バ
ナ
ヒ
キ
オ
コ

シ
・
ハ
イ
イ
ヌ
ガ
ヤ
な
ど
が
そ
う
で
す
。

■
石
灰
岩
地
を
好
ん
で
生
え
る

植
物
の
存
在

典
型
的
な
石
灰
岩
地
帯
の
た
め
、
水
持

ち
の
悪
い
石
灰
岩
地
を
好
む
植
物
が
多
数

見
ら
れ
ま
す
。
イ
チ
ョ
ウ
シ
ダ
・
ヒ
メ
フ

ウ
ロ
・
イ
ワ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
・
イ
ブ
キ

コ
ゴ
メ
グ
サ
・
キ
バ
ナ
ハ
タ
ザ
オ
・
ク
サ

ボ
タ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
北
方
系
と
は
逆
に
、
西
南

日
本
の
中
央
構
造
線
以
南
の
地
域
に
分
布

の
本
拠
を
お
く
植
物
や
、
日
本
列
島
が
大

陸
と
地
続
き
で
あ
っ
た
地
質
時
代
の
乾

燥
・
寒
冷
期
に
、
日
本
へ
分
布
を
拡
大
し

て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
、
中
国
の
東
北
部

（
旧
満
州
）
や
朝
鮮
に
本
拠
を
も
つ
温
帯
性

の
植
物
も
見
ら
れ
ま
す
。
昔
か
ら
、
各
地

の
植
物
が
伊
吹
山
を
通
過
し
、
山
に
と
ど

ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
歴
史
・
文
化
財
保
護
室
）

伊
吹
山
の
お
花
畑

―
国
天
然
記
念
物
・
伊
吹
山
頂
草
原
植
物
群
落
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
75

花
を
求
め
て
山
頂
へ

植
物
分
布
の
特
色



こ
れ
か
ら
の
季
節
、
脱
水
に
ご
用
心

熱
中
症
、
脱
水
と
い
う
と
、
つ
い
つ

い
夏
の
季
節
に
戸
外
で
起
こ
る
よ
う
に

思
い
が
ち
で
す
が
、
最
近
は
、
夏
以
外

の
季
節
で
も
水
分
が
と
れ
て
い
な
い
た

め
、
家
の
中
に
い
る
お
年
寄
り
や
子
ど

も
が
脱
水
に
な
っ
て
体
調
を
崩
し
た
り

と
い
う
こ
と
も
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
、

●
高
血
圧
、
心
臓
病
、
肝
臓
病
、
腎
臓

病
、
糖
尿
病
な
ど
の
持
病
が
あ
る
人

●
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
治
療
薬
、
抗
て
ん

か
ん
薬
、
睡
眠
剤
、
抗
神
経
病
薬
な

ど
神
経
に
作
用
す
る
薬
を
飲
ん
で
い

る
人
（
発
熱
、
下
痢
、
二
日
酔
い
の

あ
る
時
は
さ
ら
に
要
注
意
）

な
ど
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、
脱
水
の
影

響
を
受
け
や
す
く
、
も
と
も
と
の
持
病

を
悪
化
さ
せ
た
り
、
再
発
さ
せ
た
り
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

予
防
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は

特
に
、
こ
ま
め
に
水
分
を
取
る
こ
と
を

意
識
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お問い合わせ　　健康福祉部　福祉支援局（山東庁舎） 1５５－８１１０　5５５－８１３０

お問い合わせ　　健康福祉部　健康づくり課（山東庁舎） 1５５－８１０５　5５５－２４０６

健康づくりに
積極的に取り
組んでいる人
を紹介します。

糖
尿
病
予
備
群
と

言
わ
れ
て

〜
米
原
市
在
住

Ｔ
さ
ん
（
64
歳
）
〜

水、茶以外にも果物、豆
腐など水分を多く含む
食品からも水分はとれ
ます。 

12時 

昼12時 

日中は 
１時間おきに 

100cc

入浴時に 
200cc

就寝前に 
200cc

起床時に 
200cc

　水分は一度にたくさ
ん飲んでも、体に取り
込めません。 
　こまめに水分をとる
ことがコツです。 

　夜間に多量に汗が出て体の水分が奪われています。 
　朝方の脳卒中発作の予防には前日からの水分補給
が重要です。　 

日常生活における水分補給のめやす

昨
年
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
、
糖

尿
病
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
材
料

の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
H
b
A
１

c
の
値
が
５
・
６
%
を
示
し
て
い
ま
し

た
。
私
の
場
合
、
こ
の
ま
ま
推
移
し

て
い
け
ば
近
い
将
来
糖
尿
病
を
発
症

す
る
で
あ
ろ
う
「
糖
尿
病
予
備
群
」

で
あ
っ
た
の
で
す
。

数
値
の
高
い
原
因
は
、
私
が
元
々

糖
尿
病
を
発
症
し
や
す
い
体
質
で
あ

る
上
に
、
長
期
間
の
単
身
赴
任
生
活

に
よ
る
食
生
活
・
生
活
習
慣
の
乱
れ

が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。

＊
毎
食
、
野
菜
を
多
く
摂
る

＊
食
事
は
腹
八
分
目
で
、
時
間
を
か

け
て
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ

る
＊
天
候
の
よ
い
日
は
畑
仕
事
で
汗
を

流
す
　

６
か
月
後
に
血
液
検
査
を
受
け
た

と
こ
ろ
、
H
b
A
１
c
は
５
・
０
%
に

改
善
し
て
い
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
生

活
改
善
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
短
期

間
に
健
康
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
日
常
生
活
の
過
ご

し
方
を
常
に
点
検
し
、
元
気
で
長
生

き
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＜担当保健師よりひとこと＞

ご自身の体質や生活歴を振り返ら
れ、早期から糖尿病予防に積極的に取
り組まれた結果、見事！短期間での改
善に成功されました。
これからも日々の生活の中で無理な
く予防を行っていけるといいですね。

※HbA1cとは…過去2～3か月の血糖の状態をみる
指標です。基準値は5.2％未満です。

生活改善を決意!!

健診結果（H22.4.6)

身長　174.2cm 体重　69.5kg
血圧　101/63mmHg
HbA1c 5.6%
LDLコレステロール　145mg/dl

健診結果（H22.10.26)

身長　174.2cm 体重　67.5kg
血圧　114/65mmHg
HbA1c 5.0%
LDLコレステロール　131mg/dl
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スポーツアドバイザー 
遠山　汎 

暑い夏がやってきます。服装が薄手になればな
るほど、自身の体型が他人にわかってしまいます
ね。夏にむけて「くびれ」のある体型を目指し、
見た目だけでなく、気持ちも若返りましょう。
今回は｢腹筋｣のおススメトレーニングです！！

腹直筋
ふくちょ く き ん

の「静的」トレーニング
腹直筋は体を前後にたおす働きがあり、これを鍛える
ことでお腹を引き締めることができます。

【方　法】
足の裏全面を床につけた状態で、
写真のような体勢を維持します。
(手のひらを膝に乗せるような感覚で10～20秒）
これを1日3～4回繰り返してください。

【ポイント】
●お腹に力を入れていれることを意識する。
●つま先が浮かばないようにする。
●我慢する！
(限界が来ても、さらに1～2秒たえる)

● 繰り返す際はしっかりと呼吸をすること

テレビなどを見ながら2週間続けてみてください。
自分の体に変化を感じますよ！

お問い合わせ　
スポーツ振興室（ルッチプラザ内）

1５５－８０２０　5５５－４５５６

① 30分以上浸水した洗い米に、塩、濃口しょう油、料理
酒、サラダ油を入れて炊きます。

② 豆腐は、しぼって水をきっておきます。
③ にんじんは千切り、まいたけは細めにほぐします。
④ 熱した鍋にサラダ油を入れ、②を細かくなるようによ
く炒めます。

⑤ にんじん、まいたけの順に加え、さらに炒めます。
⑥ 調味料Aを入れ、全体に味が絡むように煮汁がなくな
るまで煮ます。

⑦ 炊きあがったごはんに⑥を混ぜて、できあがりです。

作り方

5月20日（金）の給食

給食では、食べ物の旅として全国の郷土料理や特産
品を味わう献立を取り入れています。今回は、大豆の
産地で豆腐作りも盛んな群馬で生まれた料理｢豆腐め
し｣を紹介します。消化がよく、たんぱく質、カルシ
ウムがたっぷりの豆腐に、食物繊維が多いまいたけの
入ったご飯です。

くびれをつくり体
た い

！
その１(全４回)

激しく動かないのが
静的トレーニングの長所!
テレビを見ながらできるよ

精白米 300g(2合)
塩 少々
濃口しょう油 小さじ1
料理酒 小さじ1弱
サラダ油　 小さじ1弱
木綿豆腐　 200g
にんじん　 15g
まいたけ 20g

調味料A
だし汁 60g
三温糖 小さじ1強
濃口しょう油 小さじ2
みりん 小さじ1弱
料理酒 小さじ1/2
サラダ油 小さじ1と1/2

材料（４人分）

お腹に
力を！
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　～いのちと人権～ 考えよう！ No.15

み
な
さ
ん
は
「
多
文
化
共
生
」
と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。
現
在
、
日

本
で
は
約
２
０
０
万
人
の
外
国
籍
市
民

が
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
、
働
い
た
り
、

学
校
で
勉
強
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
外
国
籍
市
民
も
同
じ
地

域
の
住
民
と
し
て
互
い
に
認
め
合
い
、

共
に
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
い

う
の
が
多
文
化
共
生
で
す
。

地
域
の
国
際
化
が
進
む
中
、
米
原
市

に
お
い
て
も
外
国
籍
市
民
の
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
平
成
７
年
４
月
か
ら
15

年
間
で
３
倍
近
く
増
加
し
続
け
、
ピ
ー

ク
時
に
は
８
０
６
人
の
外
国
籍
市
民
が

生
活
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
世
界

的
な
景
気
低
迷
の
影
響
な
ど
で
平
成
22

年
８
月
末
に
は
５
６
０
人
に
ま
で
落
ち

込
み
ま
し
た
が
、
日
本
経
済
に
徐
々
に

回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
中
、
外
国
籍

市
民
の
数
も
少
し
ず
つ
増
え
は
じ
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
日
本
人
人
口

の
減
少
や
専
門
的
・
技
術
的
分
野
に
お

け
る
外
国
籍
市
民
労
働
者
の
受
け
入
れ

促
進
な
ど
の
要
因
か
ら
、
増
加
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
外
国
籍
市
民
が
就

労
や
婚
姻
で
日
本
に
生
活
の
拠
点
を
置

い
て
い
る
一
方
で
、
生
活
習
慣
の
違
い

な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
日
本
人
側
も
、
外
国
籍

市
民
も
住
民
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
、
と
も
に
協
力
し
合
っ
て
よ
り
よ

い
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

多
文
化
共
生
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。

ま
ず
、
地
域
住
民
と
外
国
籍
市
民
が
互

い
に
理
解
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
日
常

生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
役
立
つ
な

ど
、
社
会
不
安
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
異
文

化
に
対
す
る
理
解
も
深
ま
り
ま
す
。
さ

ら
に
外
国
籍
市
民
と
の
共
同
基
盤
を
整

え
、
外
国
籍
市
民
労
働
者
の
受
け
入
れ

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
労
働
者
不
足
を

補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

米
原
市
で
は
多
文
化
共
生
へ
の
取
り

組
み
が
立
ち
遅
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

平
成
20
年
に
設
置
さ
れ
た
米
原
市
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
な
ど
で
協

議
を
進
め
、「
外
国
籍
市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
調
査
」
や
日
本
人
側
へ
の
「
多
文
化

共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
市
民
意
識
調

査
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
外
国
籍
市
民

の
実
態
把
握
な
ど
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

日
本
人
側
へ
の
調
査
結
果
で
は
、
日

常
的
に
外
国
籍
市
民
を
見
か
け
る
機
会

は
多
く
、
共
生
を
望
ん
で
い
る
人
は
多

い
も
の
の
、
積
極
的
に
関
わ
る
機
会
を

持
つ
こ
と
は
少
な
く
、
外
国
籍
市
民
が

日
本
の
文
化
や
習
慣
に
合
わ
せ
る
こ
と

を
望
む
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
外
国
籍
市
民
と
接
す
る

機
会
が
多
い
市
民
ほ
ど
、
外
国
籍
市
民

へ
の
抵
抗
感
が
少
な
い
こ
と
な
ど
も
わ

か
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
後
さ
ら
に
多
文
化
共
生

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
と
外
国
籍
市
民

と
の
相
互
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
、
市
民
主
体
の
組
織
で
あ
る
「
米
原

市
多
文
化
共
生
協
会
」
の
設
立
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

協
会
の
設
立
に
よ
り
、
日
本
語
教
室

の
開
催
や
各
種
語
学
講
座
の
開
催
を
は

じ
め
、
異
文
化
理
解
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
幅
広
い
活
動
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。
多
文
化
共
生
の

社
会
づ
く
り
に
向
け
、
協
会
の
設
立
と

運
営
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
ぜ
今
、
多
文
化
共
生
な
の
？

お
問
い
合
わ
せ
　

総
務
部

人
権
政
策
課
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
ー
６
６
２
９
5
５
２
ー
４
５
３
９

日本の文化に親しむ
ブラジル人学校の
子どもたち

「
多
文
化
共
生
」
の
実
現
で

可
能
と
な
る
こ
と

市
民
意
識
調
査
等
の
結
果
か
ら

「
市
民
が
主
役
の
協
会
づ
く
り
」へ
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前
回
ま
で
の
「
お
さ
ら
い
」

地
デ
ジ
を
見
る
た
め
に
は
…

●
地
デ
ジ
対
応
の
ア
ン
テ
ナ
か
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
が

必
要
で
す
。

●
地
デ
ジ
対
応
の
テ
レ
ビ
、
ま
た

は
地
デ
ジ
受
信
器(

チ
ュ
ー
ナ
ー)

が
必
要
で
す
。

●
録
画
機
も
デ
ジ
タ
ル
対
応
機
が

必
要
で
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
直
接
相
談

地
デ
ジ
相
談
会

「
自
分
の
家
は
地
デ
ジ
が
受
信
で

き
る
の
？
」「
何
を
準
備
し
た
ら
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
無

料
で
個
別
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

BS
放
送
が

見
ら
れ
な
く
な
る
っ
て
本
当
？

テ
レ
ビ
放
送
は
す
べ
て
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
切
り
替
わ
り
ま
す
が
、

BS
放
送
に
も
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ

グ
が
あ
り
ま
す
。

画
面
右
上
に
こ
の

よ
う
な
表
示
が
あ
る

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、

BS
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終

了
後
は
番
組
が
見
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

BS
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

受
信
す
る
た
め
に
は
？

BS
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
と
テ
レ
ビ
が
必
要
で
す
。

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
場
合
は
、
BS

デ
ジ
タ
ル
対
応
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
な

ど
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

まいばら地デジ普及委員「まいデジくん」

お
問
い
合
わ
せ
　

広
報
秘
書
課
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
―
６
６
２
７

5
５
２
―
５
１
９
５

「まだ対応が終わっていない」
「どうしたら良いのか分からない」
そんなときは 地デジ相談会へお越しください

CA T Vでも、
BSアナログ放
送は見られなく
なるよ。

詳しくは、加入
しているCATV
会社に確認し
てね。

地デジ相談会のご案内
市民のみなさんが円滑にデジタル化に対応していただける

よう、滋賀県テレビ受信者支援センター（デジサポ滋賀）が、
次の日程で市内に相談窓口を設置します。相談は無料ですの
で、ぜひご利用ください。

相談時間は9時～17時　(平和堂米原店は、10時～16時)

市役所山東庁舎 7月04日(月)

ルッチプラザ 7月03日(日)・5日(火)・6日(水)

市役所伊吹庁舎 7月11日(月)

ジョイいぶき 7月10日(日)・12日(火)・13日(水)

市役所米原庁舎 7月19日(火)・25日(月)
8月08日(月)・22日(月)

米 原 公 民 館 7月17日(日)・18日(月)・20日(水)・26日(火)・27日(水）
8月09日(火)・10日(水)・23日(火)・24日(水)

市役所近江庁舎 6月27日(月)・8月1日(月)・15日(月)

近 江 図 書 館 6月28日(火)・29日(水)

8月02日(火)・03日(水)・16日(火)・17日(水)

平和堂米原店 7月02日(土)・9日(土)・16日(土)・23日(土)・24日(日)

■問 滋賀県テレビ受信者支援センター
デジサポ滋賀 1 077－503－0101
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女性のがん検診「無料クーポン」をお届けします
市では、乳がん・子宮頸がん検診の取り組みを強化して、受診率の向上を目指してい
ます。平成23年4月20日時点で市内にお住まいの特定年齢の女性に、検診費用が無料と
なるクーポン券、検診手帳などをお届けします。
ご自身のためにも、ご家族のためにも、必ず受診しましょう。

まずはカラダを知ることから ～ 健康診断のご案内 ～
6月下旬から7月にかけての実施日は次のとおりです。
対象地域以外でも受診ができますので、ご希望の場合は事前にお問い合わせください。

※基本健康診査とは、特定健康診査、後期高齢者健康診査、39歳以下メタボ健診のことです。

「健康づくり
ガイド」もご
参照ください

無料クーポン券の使用方法については、対象の方に送
付する受診案内をご覧ください。なお、受診には事前予
約や申請が必要となりますのでご注意ください。
市の集団検診で使用することもできます。

他市町村発行のクーポン券は使用できません。米原市
発行のものと交換する必要がありますので、受診前に健
康づくり課までお問い合わせください。

4月1日以降、無料クーポン券がお手元に届く前に、自
己負担金を支払って米原市の検診を受診された方には、
自己負担金をお返しします。手続きには無料クーポン券
と領収書が必要です。

無料クーポン券は、6月中旬にお届けします。対象年
齢に該当するにも関わらず、クーポン券が送られてこな
かった場合は、健康づくり課までご連絡ください。

子宮頸がん健診

■問 市健康づくり課（山東庁舎）1 55－8105 5 55－2406

■問 市健康づくり課（山東庁舎）1 55－8105 5 55－2406

乳がん健診
年齢 生　年　月　日

20歳　平成02(1990)年4月2日～平成03(1991)年4月1日

25歳　昭和60(1985)年4月2日～昭和61(1986)年4月1日

30歳　昭和55(1980)年4月2日～昭和56(1981)年4月1日

35歳　昭和50(1975)年4月2日～昭和51(1976)年4月1日

40歳　昭和45(1970)年4月2日～昭和46(1971)年4月1日

無料クーポン対象者

検診の受診方法は･･･

米原市に転入された方は･･･

既に検診を受けた方は･･･

クーポン券が届かない場合は･･･

実施日 会　場 受付時間 基本健康診査※のみ
受診する場合の対象地域

胃
がん

基本
健康
診査

大腸
がん

肺
がん

乳
がん

子宮
がん

骨粗
鬆症

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

多和田・顔戸

近江さくらが丘・リバティー近江・飯

箕浦・日光寺・西円寺

高溝・高溝東・長沢・舟崎

能登瀬・岩脇

甲津原・曲谷・甲賀・吉槻・上板並

下板並・大久保・小泉

上野

杉澤・伊吹ケ丘・村木・南川

弥@・大清水・藤川・寺林・上平寺

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
伊吹

健康プラサﾞ
愛らんど

リバーホール
板並

6月30日(木)

7月02日(土)

7月03日(日)

7月04日(月)

7月29日(金)

7月30日(土)

7月31日(日)

近江
保健センター

9時～10時45分

9時～10時45分

13時～14時

9時～10時45分

9時～10時45分

9時～10時45分

9時～10時45分

13時～14時

9時～10時45分

年齢 生　年　月　日

40歳　昭和45(1970)年4月2日～昭和46(1971)年4月1日

45歳　昭和40(1965)年4月2日～昭和41(1966)年4月1日

50歳　昭和35(1960)年4月2日～昭和36(1961)年4月1日

55歳　昭和30(1955)年4月2日～昭和31(1956)年4月1日

60歳　昭和25(1950)年4月2日～昭和26(1951)年4月1日
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福祉医療（乳幼児以外）の更新の手続きをお忘れなく
現在お持ちの福祉医療費受給券（乳幼児以外）などは、
8月1日から新しい受給券になります。受給券の交付を受
けていて、引き続き医療費助成を受けるためには、更新の
手続きが必要です。
必要な書類を6月下旬にお届けしますので、提出してく
ださい。所得審査等を行ったうえ、該当する方には7月下
旬に受給券を郵送します。

ご注意
・申請書を提出されない場合、新しい受給券を受け取
ることができません。
・1月以降に転入された場合、米原市で所得が把握でき
ませんので、前住所地などでの課税証明書が必要です。

東日本大震災で米原市へ避難されている方へ
～身近に被災者の方がおられる場合はお伝えください～

地デジ対応についてご相談ください
チューナーの無償給付など、地デジ対応について、被災者の

方からの相談を受け付けています。手続き方法や条件など、下
記までご連絡ください。

税金の軽減や特例について
被災者の方は、所得税の軽減･免除が受けることができ、手

続を行うことで所得税が還付になる場合があります。また、源
泉所得税の徴収猶予や還付、廃車となった自動車の自動車重量
税の還付などの特例があります。詳しくは、長浜税務署にお問
い合わせください。
また、地方税についても、特例がありますので、詳しくは、

東北部県税事務所または市税務課にお問い合わせください。

■問 長浜税務署　 1 0749－62－6144  
東北部県税事務所　 1 0749－65－6606
市 税務課（近江庁舎） 1 0749－52－1556

■問 総務省 地デジチューナー支援実施センター
1 0570－033840（ナビダイヤル）

■問 市市民窓口課（米原庁舎）
1 0749－52－6927

全国避難者情報システムについて
避難元（避難される前の住所地）の県や市町

村では、「見舞金等の手続き」や「各種行政サ
ービスの通知」など、支援情報を提供するため
に、全国各地で避難生活をされている世帯の情
報収集を行っています。所定の手続きを行うこ
とで、避難元からの支援情報を郵便物などで確
認することができるようになります。

手続方法
市民窓口課で所定の用紙に記入してくださ

い。提出時には、免許証や保険証など、本人確
認書類の提示をお願いします。（ない場合は職
員が「聞き取り」をして手続きをします）
ご注意
すでに住民票の転入手続をした人も、全国避

難者情報システムのための手続が必要です。

■問 市保険課（近江庁舎）
1 52－6922 5 52－8730

項　　目
乳幼児
小中学生入院医療費助成

★重度心身障がい者（児）

★低所得老人　　
★母子家庭　　　　
★父子家庭　　　　　　　　　　

★ひとり暮らし寡婦　

★ひとり暮らし高齢寡婦　　
★重度精神障がい者（児）
★重度心身障がい老人　　　
★重度精神障がい老人　　　

★心身障がい者医療費助成　

★精神障がい者入院医療費助成

対 象 と な る 方
0歳から小学校入学前までの方
市内に住所を有する小中学生の方（受給券の交付はしていません）
・身体障害者手帳1・2級の方
・知的障がいが重度の方
・身体障害者手帳3級の方で知的障がいが中度の方
・特別児童扶養手当対象児童で障がいの程度が1級の方
市民税非課税世帯に属する65～69歳の方
配偶者のない女子が、18歳未満の児童を現に扶養しているときの母と児童
配偶者のない男子が、18歳未満の児童を現に扶養しているときの父と児童
配偶者のない女子であって、かつて母子家庭の母で、一人暮らしの状態が1年
以上継続し、今後もその状態が継続する65歳未満の方
65～69歳の方であって、ひとり暮らし寡婦に該当する方
精神障害者保健福祉手帳1・2級で、自立支援医療（精神通院医療）の受給者の方
後期高齢者医療保険加入者であって、重度心身障がい者に該当する方
後期高齢者医療保険加入者であって、重度精神障がい者に該当する方

身体障害者手帳３級、または知的障がい中度・軽度の
70歳未満の方（後期高齢者医療保険加入者を除く）
精神障害者保健福祉手帳1、2級に該当の方で精神科
に入院加療中の方

米原市に居住してから
1年を経過している方

★印は今回更新の対象となる項目です。



元気なうちから「認知症に強い
脳」をつくることが、予防につな
がると言われています。そのため
には、脳の働きを高めておくこと
が大切で、そのことを生活習慣と
して身につけることが必要です。
市では、認知症を予防する自主

グループ活動を広めていこうと企
画していますが、その活動を支援
いただけるファシリテーターの養
成講座を開催します。講座ではフ
ァシリテーターに必要な知識や技
術を学びます。興味のある方はぜ
ひご参加ください。
開催日s7月11日(月)・7月19日(火)・

7月21日(木)の全3回
10時～16時30分ごろ

会場s近江地域福祉センター
やすらぎハウス

申込s7月5日(火)までに下記へ連絡
その他s講座にはNPO法人認知
症予防サポートセンター（東京）
から講師をお迎えします。

■問 市福祉支援局（山東庁舎）
1 55－8110 5 55－8130
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認知症予防プログラム
ファシリテーター養成講座

参加者
募　集

米原市内の交通事故（平成23年5月30日現在）※カッコ内は前年比
件数　78件（ －6件 ）、死者　3人（ ＋2人 ）、傷者　98人（ －18件 ）

米原みらい創造
まちづくり交流会2011

第6回米原市芸術展覧会 作品募集

なるほど食育コラム　6月は食育月間
近年、食生活を取り巻く環境が変化し、栄養の偏りや不規則な食事、肥満
や生活習慣病の増加、「食」を大切にする心（もったいない精神）の欠如、
食の安全性への不安など、「食」に関するさまざまな問題が生じています。
食育月間を機会に、私たちが生きていくために欠かせない「食」の大切さ
を改めて考え、毎日の食事について家族や仲間と話し合ってみましょう。

●食を楽しみながら、食事のマナーや食習慣を学び、
食を通じてコミュニケーションを図りましょう

●バランスの取れた食事をしましょう
●早寝早起きをし、朝食をとりましょう。
●自然の恵みや食に関わる人に感謝しましょう
●食品の安全に関する知識を深めましょう
（平成23年度食育月間　内閣府重点項目）

毎月19日は「食育の日」

ほたるんの
食育通信
第 8 号

■問 市健康づくり課（山東庁舎）1 55－8105 5 55－2406

「事故0」を
滋賀の道から
あなたから

食育の基本は家庭にあります。家
庭でおいしく楽しい食育に取り組み
ましょう。

「食」に関する正し
い知識と「食」を
選択する力を習得
し、健全な食生活
を実践しましょう。

この交流会は、これまで培ってきた地域の魅力や個性
が引き続き活かせるまちづくりについて考える場です。
お互いの地域の頑張りを認めあい、新たな出会いと交流
を楽しみながら、米原のみらいを創造していきましょう。

●出品料
1点 500円（小中学生は不要）
●その他
・申込書は各公民館・各庁舎・ル
ッチプラザなどで配布します。
・作品は未発表のものに限り
ます。
・美術部門「写真」「絵画」は、
搬入会場で「公開審査」を行
います。

写真の部10月16日(日)10時～
絵画の部10月16日(日)13時30分～

■問 米原市民自治センター自治振興課　1 52－6623 5 52－4539
市 政策調整課（米原庁舎） 1 52－6626 5 52－5195

■問 市生涯学習課（ルッチプラザ内）1 55－8106 5 55－4556 

●募集部門と概要
美術部門(絵画・彫刻＆工芸・書・写真)

・搬　入　10月14日(金)～10月15日(土)
10時～17時30分醒井水の宿駅

・テーマ　設定なし
・資　格　高校生以上

音楽部門(作詞作曲)

・締　切　9月4日(日)
生涯学習課(ルッチプラザ)

・テーマ「ふるさと」や「子ども」
・資　格　小学生以上

創造のひろば
取り組み発表と意見交換
●４地域創造会議の取り組み
●他市の事例発表
●今後の事業展開についての意
見交換

交流のひろば
市民活動屋台村
●ポスターセッション
●物品販売
（市民活動団体）

6/26(日)
13時30分～
近江公民館

予定講座
スタート！



申込方法などについては、総務課
までお問い合わせください。
職種と採用予定人数▼
一般行政職(上級) 10人程度
土木技術職(上級) 1人程度
保健師 1人程度
受験資格▼
・一般行政職(上級)および土木技術職
(上級)は、昭和56年4月2日から平
成2年4月1日までに生まれた人

・保健師は、昭和56年4月2日以降に
生まれた人で、保健師免許を有す
る人（平成24年3月31日までに取
得見込みの人を含む）

試験日程s第1次7月24日(日)
受付期間s6月13日(月)～6月28日(火)
採用予定日s平成24年4月1日
■問 市総務課（米原庁舎）

1 52－1552 5 52－4447

市では、交通事故により父親また
は母親を亡くした児童（交通遺児）
のために、篤志家からの寄付金を財
源とする「奨学激励金」を支給して
います。該当される場合は、担当ま
でお問い合わせください。
●進級激励金(年5,000円/人)
交通遺児が進級するときに支給
●入学祝金(年10,000円/人)
交通遺児が小学校、中学校またはこ
れに準ずるものに就学・入所する
ときに支給

●卒業祝金(年15,000円/人)
交通遺児が中学校またはこれに準
ずるものから卒業するときに支給

■問 市こども元気局（山東庁舎）
1 55－8104 5 55－4040

家族で楽しみながら、
歯の健康について考え
てみませんか。
日時s7月3日（日）10時～16時
会場s長浜文化芸術会館
内容sお口の中をカメラで見てみよ
うコーナー、お口でできるゲーム
コーナー、歯みがき個別指導など

■問 (社)湖北歯科医師会
西川歯科医院　1 62－0828

輸血を必要としている患者さんの
尊い生命を救うため、みなさんのご
協力をお願いします。
対象者s16歳から69歳までの健康な
方(65歳以上の方は60歳から64歳
の間に献血経験がある方のみ）

持ち物s免許証または健康保険証、
お持ちの方は献血カード(献血手帳)

実施日▼
6月21日(火)
10時～12時　 山東庁舎
14時～15時30分 近江庁舎
6月23日(木)
10時～12時　　　米原庁舎

■問 市健康づくり課(山東庁舎)
1 55－8105 5 55－2406

次の期間、子どもにかかわる相談
専門の電話を設置し、いじめ・不登
校・虐待などの問題について、人権
擁護委員や法務局職員が無料で相談
に応じます。
実施期間s6月27日(月)～7月3日(日)
8時30分から19時まで
＊土・日は10時から17時まで
設置電話s子どもの人権110番
フリーダイヤル 0120-007-110
■問 大津地方法務局人権擁護課

1 077－522－4673
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米原市職員採用試験

400ml献血にご協力ください

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは市　広報秘書課 152－6627へ…
◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000円（13,300部発行・市内全戸配布）
◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000円（月平均アクセス数　18,000件）

人口41,108人（－18） 男20,141人（＋3） 女20,967人（－21） 世帯数13,675世帯（＋35）

65歳以上の人口　10,161人　　高齢化率　24.72% ※（ ）内は前月との比較【平成23年6月1日現在】

交通遺児の奨学激励金制度

第34回湖北口腔
こ う く う

保健
フェスティバル

今月の表紙
ドキドキだけど楽しいね
移動動物園

5月16日、子育て支援センタ
ー寺子屋開設10周年記念行事と
して、グリーンパーク山東に移
動動物園がやってきました。
現地にはアルパカやロバ、ポ

ニーなどの大きな動物からイン
コ、イグアナのような小さな動
物まで幅広い種類の動物がいま
した。ポニーの乗馬を楽しんだ
り、餌を求めて向かってくる姿
に驚いたり、かわいい動物たち
を直接触ってふれあうなど、来
園した親子は楽しいひとときを
過ごしていました。

グリーン購入で環境にやさしい社会に！
「グリーン購入」とは・・・購入の必要性を十分に考え、品質や価格だ
けでなく、環境に与える影響ができるだけ小さい製品やサービスを、環
境保全に熱心な企業から優先して購入することです。
市では平成23年４月に「米原市グ

リーン購入基本方針」を定め、環境に
やさしい製品やサービスの購入に努め
ています。
消費者である市民のみなさん一人ひ

とりが環境配慮品を選ぶことで、社会
のあり方そのものを変えていくことも
できるのではないでしょうか。今日か
らグリーン購入始めませんか！

「子どもの人権110番」強化週間

一人が変われば、 

世界も変わる！! 
２ 

あこがれのスタインウェイ
をベルホール310で弾いてみませんか
●日　時 8月7日(日)14時～

ルッチプラザ
●定　員 20人(応募多数の場合は抽選)
●参加費 ひとり1,000円
■問 ルッチプラザ　155－4550

7/3(日)必着

りれーピアノ発表会　
出演者募集
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相談者の約4割が60歳以上の高齢者 
～平成22年度の相談受付状況～ 

相談者の約4割が60歳以上の高齢者 
～平成22年度の相談受付状況～ 

困ったときは
米原市消費生活相談窓口へ

（米原庁舎１階）
相談専用 152－8088
受付 平日 9時30分～16時

「温泉付き有料老人ホーム利用権」の
買取りなどの勧誘

温泉付き老人ホームの利用権に関するパンフレットが届き、
その後、福祉団体を名乗る者から、被災者を支援するために、
利用権を購入してほしいと電話があったという相談が寄せられ
ています。
購入後は高値で買取るとか、高配当が付くなどと勧誘されま

すが、詐欺的な手口でよくみられるセールストークです。うま
いもうけ話を信じないようにしましょう。

平成22年度に消費生活相談窓口に寄せられた相談は156
件。年代別相談件数をみると、60歳代以上が61件と、全体
の約4割を占め、昨年度と同様、高齢者の方がトラブルに巻き
込まれることが多い状況です。
主な相談内容として、最も多かったのがインターネットサイ

トの不当請求やワンクリック請求に関する相談です。次いで多
重債務など借金の相談、オール電化・太陽光発電や水道工事の
訪問販売、架空請求や悪質な電話勧誘などの相談がありました。
また、新しい内容としては、貴金属の訪問買取りの相談があ

りました。次々と新しい商品やサービスが出てきて、消費者ト
ラブルも複雑になっていますが、困ったこと、わからないこと
があれば、消費生活相談窓口にご相談ください。

滋賀農政事務所からのおしらせ

震災に関連した

相談注意情報
今後も震災に便乗した

悪質商法の増加が予想

されます。

くれぐれもご注意を！

消費者の食卓を守る「食品表示」

「食品表示」は、消費者である私たちが食品を選
ぶ際の大切な情報です。滋賀県農政事務所では、
JAS法に基づく食品表示制度の説明会への講師派
遣を行っています。また、食品表示の情報提供や
問い合わせを受け付ける「食品表示110番」を設
置しています。
「不審な表示を見つけたとき」、「食品表示につい
て知りたいとき」は、お気軽にご相談・ご連絡く
ださい。

７月１日から「お米の産地」がわかります

「米トレーサビリティ法」の施行によって、7月
から消費者が米や米加工品の産地情報を入手でき
るようになります。
商品の容器や包装、外食店や小売店などで、原

料米の産地がどこなのか確認できます。

外食店などでは
店内に･･･
●産地情報を掲示
●産地情報を知ることが
できる方法を掲示

小売店・通販などでは
商品の包装に･･･
●産地情報を記載
●産地情報を知ることが
できる方法を記載

■問 滋賀農政事務所
1 077-522-4261

20歳代 
14件 

30歳代 
15件 

50歳代 
12件 

60歳代 
21件 

70歳代 
40件 60歳代 

21件 

70歳代 
40件 

不明 
40件 

40歳代 
14件 

周囲の見守りで、高齢者がトラブル

に巻き込まれるのを防ぎましょう

平成22年度年齢別相談件数
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